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市 の 人 口 
	

男 25,665人 
	

世 帯 数 	14,624 

	

53,073人 女 27,408人 
	

（昭和57年 8月1日現在）住民基本台帳から 

' 

市老人クラブ連合会（葛西専造会長）主催の老人スポ 

ーツ大会が八月十二日、市民体育館でおよそ六百人のお

年寄りが参加して行われ、珍プレー続出の楽しいひとと

きを過ごしました。 

大会では隠し持った色紙の相手を探す嫁・婿探し競走

やパン食い競走、クラブ対抗のボール送りなど盛り沢山  

の種目が用意され、胸にゼッケンをつけたお年寄りたち 

はオールド・パワーを思い切り発揮していました。 

応援席では盛んな声援が飛び交うなか、孫たちと弁当 

を広げるなごやかな光景もみられました。 

（写真 八月十二日市民体育館で） 



』
が
復
元
 

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
 

う
え
で
貴
重
な
建
築
様
式
を
伝
 
市
で

は
老
朽
化
が
激
し
く
な
 

え
て
い
る
。
 

っ
た
同
家
を
そ
っ
く
り
買
収
、
 

五
十
三
年
一
月
に
国
の
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
、
五
十
四

年
か
ら
工
費
約
九
千
五
百
万
円

を
か
け
復
元
工
事
を
進
め
て
き

た
も
の
で
す
。
 

復
元
は
文
化
庁
の
指
導
を
受

け
、
老
朽
化
し
た
床
板
、
壁
板

を
全
面
的
に
取
り
替
え
、
表
門
、
 

屋
根
の
ふ
き
替
え
、
塀
の
建
設
、
 

間
取
り
修
正
と
仕
上
げ
を
行
っ

た
。
同
時

に
、
消
火
栓
、
防
火

槽
な
ど
の
防
災
設
備
、
離
れ
座

敷
の
改
修
、
外
園
整
備
を
行

い

復
元
が
完
成
し
た
。
 

「
旧
平
山
家
」
は
日
曜
日
、
 

祭
日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
か
 

ら
午
後
四
時
ま
で
、
 一
般
に
無
 

料
で
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

見
学
さ
れ
る
方
は
、
市
教
育

委
員
会
・
社
会
教
育
課

（
。⑩

二
一

一
一
番
・
内
線
二
五
〇
番
）
 

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

〔
写
真
ー
復
元
な

つ
た
 
旧

平
山
家

〕
 

い
る
ほ
か
二
重
は
り
を
応
用
し

て
い
る
な
ど
、
郷
土
史
研
究
の
 

警察官採用試験
募集人員約60人 この道に 

試 験 Il 	時 
場 	所 合 	格 	発 	表 

試験地 試 験 場 発 表 日 発 表 方 法 

第1次 

試 験 

10月17日（日） 

午 前 9 時 

青森市 
青 森 県 立 

青森高等学校 

11月2 日 

（予 定） 

、
び
館
る
知
 

青
察
会
に

格
 

青
青

の
ほ
し
 

庁
及
会
す
通
 

森
森

掲
か

ま
 

県
部

祉
示
に
 

県
県

示

、
す
 

警
社
板
合

o
 
 

森
本

福
掲
者
 

弘前市 
青 森 県 立 
弘前高等学校 

八戸市 
青 森 県 立 
八戸西高等学校 

第2次 

試 験 

11月18日（木） 

午 前  9  時 
青森市 

青森県警察学校 

12月中旬 
（予 定） 

l青森県の句 
、格者に限るノ 

青 森 県 立 
北斗高等学校 

青森県以外の都県の第2 
表は、それぞれの都県が行います。 

次試験合格発 

君のもつ 力と勇気を 
青森県警察本部では、高等学校卒

業程度の人を対象として警察官の採

用試験を行います。 

8月31日（月）から 9月19日（土） 

まで受験の申し込みを受付けます。 

受験資格や試験日程は次のとおり

ですが、くわしくは最寄りの警察署

に問い合わせてください。 

なお、警察官（B）試験は、警視

庁、神奈川県、千葉県、埼玉県、静

岡県の警察官を志望する人も同時に

受験することができます。 

市
内
湊
に
あ
る
国
の
重
要
文

化
財
「
旧
平
山
家
」
の
復
元
工

事
が
終
わ
り
、
八
月
三
日
か
ら

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

公
開
に
先
立
ち
八
月
二
日
、
 

寺
田
市
長
は
じ
め
文
化
団
体
関

係
者
四
十
人
が
出
席
し
、

記
念

の
茶
話
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

復
元
な
っ
た
「
旧
平
山
家
」
 

は
、
代
々
津
軽
藩
広
田
組
代
官

所
の
手
代
を

つ
と
め
た
平
山
家

の
住
居
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
。
 

廃
藩
当
時

は
大
庄
屋
で
も
あ
っ

た
。
 

建
築
年
代
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
今
か
ら
ニ
百
十
余
年
前
の

明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
に
建

て
直
し
し
た
記
録
が
あ
る
。
津

軽
藩
に
対
す
る
功
労
に
よ
り
、
 

六
代
目
半
左

工
門
の
と
き
農
民

や
町
民

に
許
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
門
を
構
え
た
。
 

お
よ
そ
四
千
平
方
H
の
敷
地

に
、
三
百
六
十
五
平
方
H
の
木

造
か
や
ぶ
き
平
屋
建
て
の
寄
せ

棟
造
り
で
、
内
部
は
座
敷
、
常

居
、
台
所
、
寝
室
と
い
っ
た
典

型
的
な
四

つ
間
取
り
と
な
っ
て
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詠
進
歌
 

お
題
は
 
「島
」
 
です
 

う
え
、
ご
来
場
下
さ
い
。
 

■

と
 
き
 
九

月
十
七

日
 

（
金
）
九
月
十
 

く
り
の
作
品
展
 

八
日
（
土
）
九

月
十
九
日
（
日
）
 

■

と
こ
ろ
 
中

三
デ
パ
ー
ト

五
階
催
事
場
 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
市
内
小
中
学

校
児
童
生
徒
の
、
ご
み
処
理

施
設
等
の
見
学
を
中
心
に
し
 

た
標
語
、
作
文
、
習
字
書
道
、
 

図
画
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
品
展

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す

の
で
、
多
数
お
誘

い
合
せ
の
 

住
み
よ
い
環
境
づ
 

「奥

の
細

道
」
 

隣
り
近
所
お
誘

い
合
わ
せ
の
 
弘
前

実
業
高
校
教
諭

・
郷
土
史
 

う
え
、
ご
聴
講
下
さ
い
。
 

家
・
宗
教
家
）
 

市

民
講

座
を

開
催
 

ロ
と
き
 
九
月
十
八
日

（
土
）
 
ロ

演
題
 
芭
蕉

の
世
界

（
二
）
 

午
後
一
時
一
ニ十
分
か
ら
三
時
 

奥
の
細
道
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 
口

受
講
料
 
無
料
 

ロ
講
師
 
小
舘
衷
三
氏

（
元
 

今
年
、
市
内
で
成
人
を
迎
え

た
の
は
、
昭
和
三
十
七
年
中
に

生
ま
れ
た
六
百
十
六
人
（
男
一
一

百
八
十

一
人
、
女
三
百
三
十
五

人
）
で
す
。
 

祝
う
会
で
は
、
君
ケ
代
斉
唱

の
あ
と
寺
田
市
長
が
、
「名
実
と

も
に
備
わ
っ
た
社
会
人
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ま
ち
づ
 

く
り
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
飯
詰
の
伊
藤
時
教

さ
ん
ら
四
人
が
、
「
は
た
ち
の
主
 

ロ
お
題
 

「
島
」
 

ロ
詠
進
要
領
 

自
作
の
歌
で

一
人
一
首
と
し
、
 

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
の
半
 

張
」
を
発
表
し
、
前
田
野
目
の

新
谷
千
美
子
さ
ん
が
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

新
成
人
た
ち
は
こ
の
あ
と
、
 

陶
芸
の
実
演
ゃ
お
茶
の
接
待
を

う
け
心
も
新
た
に
門
出
を
祝
い

合
い
ま
し
た
。
 

つ
き
）
、
生
年
月
日
及
び
職
業
 

（な
る
べ
く
具
体
的
に
）
書
い

て
下
さ
い
。
 

ロ
詠
進
の
期
間
 

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
二
日

ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）
 

今
年
の
新
成
人

を
祝
う
会
が
八
月

十
五
日
、
市
中
央

公
民
館
に
お
よ
そ

二
百
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
新
し

い
門
出
の
ス
タ

ー
 

ト
を
切
り
ま
し
た
。
 

心
も
新
た

六
百
十
六

人
 

旧平山家 の内部 
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、
、
 

成人おめでとう 
、
、
 

紙

（白
紙
）
が
よ
い
。
）と
し
、
 

毛
筆
で
自
書
の
こ
と
。
 

書
式
は
半
紙
を
ニ
つ
折
り
に

し
、
開
い
て
右
半
面
に
お
題
と

歌
、
左
半
面
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
 

ロ
送
り
先
 

郵
便
番
号

一
〇
〇
、
東
京
都

千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号
、
 

官
内
庁
。
（
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
 

と
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
）
 



、
．.
  

・

し
 

必ず納めて下さ 田 	町 対馬内科医院 旭 	町 兼平内科医院 

元 	町 カク小児科内科 敷島町 川崎胃腸科 

新 	町 増 田 病 院 中平井町 佐々 木医院 

弥生町 荘司内科医院 中平井町 白生会胃腸病院 

弥生町 佐藤内科医院 鶴 ケ 岡 三好診療所 

本 	町 森田診療所 神 	山 長橋診療所 

旭 	町 復明堂医院 羽野木沢 阿 部 医 院 

旭 	町 江 渡 医 院 高 	野 山 口 医 院 

松島町 木村内科医院 飯 	詰 松 野 医 院 

柏原町 森内科医院 みどり町 冨 田 胃腸科 

布屋町 小笠原内科医院 田 	町 白戸胃腸科 

錦 	町 中村内科医院 

（注）対象者の皆さんは、それぞれ都合のよい所で診

査をうけて下さい。又、診査を受ける際は、福祉事務所

発行の 「受診券」を受付にお出し下さい。 

「受診券」は各単位老人クラブ、市役所各支所でお受け

とり下さい。 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

・

九
月
三
十
日
ま
で
で

す
 

福
祉
年
金
の
受
給
権

の
あ

る
人
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
な
っ
た
と
き
は
受
給
権
が

な
く
な
り
ま
す
。
 

1
 

す
べ
て
の
福
祉
年
金
に
 

共
通
 

受
給
権
者
が
死
亡
し
た
と
 

．
ぐ
 

2
 
障
害
福
祉
年
金
 

障
害
の
程
度
が
よ
く
な
っ

て
国
民
年
金
法
障
害
等
級
表

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

か
ら
三
年
を
経
過
し
た
と
き
 

3
 

母
子
、
準
母
子
福
祉
年
 

金
 ①

受
給
権
者
で
あ
る
母
、
 

祖
母
ま
た
は
姉
が
次
の
よ
う
 

な
状
態
に
な
っ
た
と
き
 

ァ
 
結
婚
し
た
と
き
 

イ
 
直
系
血
族
ま
た
は
直

系
姻
族
以
外
の

養
子
と
な
っ

た
と
き
 

②
支
給
ま
た
は
加
算
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
1
8歳
未
満

の
子
、
孫
ま
た
は
弟
妹
、
も

し
く
は
、
1
8歳
を
超
え
2
0歳
 

未
満
の
国
民
年
金
法
障
害
等

級
表
に
該
当
す
る
程
度
の
障

害
の
あ
る
子
、
孫
ま
た
は
弟

妹
の
す
べ
て
の
も
の
が
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き

ァ
 
結
婚
し
た
と
き
 

養
子
に
い
っ
た
と
き
 

離
縁
に
よ
り
養
子
で
 

な
く
な
っ
た
と
 

占
ぐ
 

ェ
 
生
活
を
同
じ
く
し
な

く
な
っ
た
と
き
 

1
8歳
に
な
っ
た
と
き
 

障
害
者
で
あ
る
子
の

障
害
が
な
お
っ
た
と
き
、
ま

た
は
2
0歳
に
な
っ
た
と
き
 

死
亡
し
た
と
き
 

受
給

権
が

な
く
な
る

と
き
 

年
金
め
は
ド
レ
 

その12の 7 

教

育

振

興

基
金
 

に
と
十
万
円
寄
付
 

み
ど
り
町
の
高
橋
さ
ん

市
内
み
ど
り
町
の
高
橋
キ
ミ

子
さ
ん
は
八
月
十
六
日
、
教
育

振
興
基
金
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
十
万
円
を
市
教
育
振
興
会

へ

寄
付
、
高
橋
助
役
に
託
し
ま
し

た
。
 

先
に
亡
く
な
っ
た
夫
君
の
昇

一
氏
の
香
典
返
し
で
贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

社
会

福
祉
事
業
 

に
と
十
万
円
寄
付
 

金
山
の
高
橋
さ
ん
 

市
内
金
山

の
高
橋
昭
一
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、
市
の
社
会
福
祉

事
業
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
十

万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

亡
く
な
っ
た
尊
父
佐
左
工
門

氏
の
遺
志
で
贈
っ
た
も
の
で
す
。
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期 日 時 	間 巡 回 場 所 

9 月 2 日 
9 月 2 日 
9 月 3 日 
9 月 3 日 
9 月 9 日 
9 月 9 日 
9 月10日 
9 月10日 
9 月16日 
9 月16日 
9 月17日 
9 月20日 
9 月21日 
9 月21日 

一
 

 午
 
後
 

2
 
0
 
0
 

 
0
0ク
 
ク
 
'
I
 ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
*
 
*
 
ク
 
ク
 

長 富 公 民 館
松 野 木 公 民 館
コミュニテイセンター中川
藻 川 公 民 館
原 子 公 民 館
コミュニテイセンター栄
毘 沙 門 小 学 校
飯詰生活改善センター 
森 	の 	家 
福 	祉 	会 	館 
水 野 尾 公 民 館
前田野 目 公民館
梅 沢 公 民 館
中 泉 公 民 館 

老人健康診査巡回のお知らせ 

老後の幸せは健康が第一です。病気になったらお医者

さんに見てもらうのは当然ですが、それ以前に健康に留

意し、ときどき医療指導を受ける事が大切です。 

今年も下記のとおり、無料健康診査巡回を行います。 

65歳以上の方は全員健康診査と医療指導を受けて下さい。 

健康診査も行います 
本年も65歳以上のすべての老人を対象に老人の健康管 

理と病気の早期発見を目的とした無料健康診査を実施い 

たします。 

1 ．実施期日 9 月 1日から 9 月30日まで 

午前10時から午後 3 時まで 

2 ．実施場所 

昭
和
五
十
七
年
度

の
第
二
期
分

（
七
月
 

・

八
月
・
九
月
分
）
 

の
国
民
年
金
保
険
料

の
納
期
は
九
月
三
十

日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
て
も
、
保
険

料
を
納
め
て
い
ま
せ

ん
と
、
万
一
病
気
や

け
が
を
し
た
り
、
ご

主
人
に
亡
く
な
ら
れ

た
り
、
遺
児
に
な
っ

た
り
し
た
と
き
な
ど
 
 

に
障
害
年
金
、
母
子
、
準
母
子

年
金
、
遺
児
年
金
な
ど
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
し
、
老
齢
年
金
も

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
は
納
期
ま
で
に
、
必

ず
納
め
て
下
さ
い
。
 

ど
う
し
て
も
納
め
る
こ
と
が

出
来
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

に
放
置
し
な
い
で
、
必
ず
市
社

会
課

・
国
民
年
金
係
へ
認
印
を

お
持
ち
に
な
っ
て
、
保
険
料
の

免
除
の
届
け
を
し

て
下
さ
い
。
 

◇
 
◇
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ノ
彰
、
肩
柾
詠
砂
室
オ
α

こ
利
十圧
，
を
 

六
月
か
ら
毎
週
金
曜

日
の
午

後
に
、
三
道
会
館
で
「
教
育
相

談
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

左
記
の
よ
う
な
こ
ど
も
さ
ん

が
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
家
庭
は

ご
相
談
下
さ
い
。
 

H
 
性
格
や
行
動
に
異
常
や

問
題
の
あ
る
も
の
 

o

内
気
 
〇
乱
暴
 
〇
非
行
 

o

登
校
拒
否
 
〇
性
的
興

味
 

o

奇
晦
 
〇
学
業
成
績
の
変
動
 

市
で
は
3

・
 

4
・
3
漆
川
・

岩
木
町
線

（
立

体
交
差
橋
）
の

布
屋
大
橋
下
部

工
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

ロ
エ
事
期
間

八
月
十
八
日
か

ら
昭
和
六
十
年

三
月
三
十

一
日

こ
の
間
、
弥

生
町
通
り
は
一

方
通
行
を
解
除

し
て
お
り
ま
す

が
、
十

一
月
一
一

十
日
ま
で
車
の

通
り
抜
け
は
出
 

ロ
 
身
体
や
感
覚
器
管
及
び

精
神
の
症
状
に
問
題
を
も
つ
も

の
。
 

〇
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
 
〇
夜
尿

〇
車
酔
い
 
O
偏
食
 

O
ど
も

り
 
〇
視
聴
覚
障
害
 

お
間
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委

員
会
教
育
研
修
指
導
室
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。
 

ロ
開
設
場
所
 
三
道
会
館

ロ
相
談
日
時
 

六
月
か
ら
来
 

来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
 

朝
タ
の
交
通
渋
滞
を
、
 
一
日
 
 

年
二
月
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時

ま
で
 

最
近
市
内
の
繁
華
街
を
「
消

防
署
か
ら
消
火
器
の
点
検
に
来

ま
し
た
」
な
ど
と
い
っ
て
、
消

火
器
を
売
り
歩
い

て
い
る
悪
質

な
商
人
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
 

も
早
く
解
消
す
る
た
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
（
署
）
 

と
は
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
消
火
器
販
売
等
に

つ

い
て
疑

問
な
点

は
消
防

本
部
 

（
。⑩
二
〇
一
九
番
）
へ
連
絡

し
て
下
さ
い
。
 

仙
台
国
税
不
服
審
判
所
青
森
 

「
み
ん
な
の

消
費
 

生
活
展

」
へ
ど
う
ぞ
 

青
森
県
、
五
所
川
原
市
な
ど

主
催
の
第
十
四
回
「
み
ん
な
の

消
費
生
活
展
」
 
が九
月
十
七
日
 

（
金
）
か
ら
十
九
日

（
日
）
ま

で
の
三
日
間
、
本
町
丸
友
デ
パ
 

ー
ト
六
階
催
事
場
で
開
か
れ
ま

す
。
 

会
場
に
は
、
生
活
と
暮
ら
し

に
つ
い
て
の
各
コ
ー
ナ
ー
や
パ

ネ
ル
が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
牛

乳
な
ど
の
無
料
試
飲
会
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
 

支
所
が
、
行
政
の
効
率

的
運
営

を
図
る
趣
旨
で
、
本
年
七
月
か

ら
廃
止
さ
れ
、

今
後
は
す
べ
て

仙
台
国
税
不
服
審
判
所
が
直
接

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

従
っ
て
、
審
査
請
求

書
を
提

出
す
る
場
合
は
、
仙
台
国
税

不

服
審
判
所
に
直
接
郵
送
さ
れ
る

か
、
ま
た
、
税
務
署
を
経
由
し

て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
ご
不
明
の
点
は
、
左

記
へ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

仙
台
国
税
不
服
審
判
所
 

所
在
地
 
仙
台
市
本
町
三
丁

目
ニ
ー
二
三
 

（電
 
話
 
O
二
二
二
⑩
ー
七

五
六
一
）
 

(526号） 

会
の
加
入
を
呼
び
 

か

け
 
全

抑
協
支
部
 

全
抑
協
五
所
川
原
支
部

（白

川
勝
四
郎
支
部
長
）
は
、
組
織

の
強
化
と
団
結
を
深
め
る
た
め

会

へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
 

全
抑
協
は
、
戦
後
シ
ベ
リ
ア

に
抑
留
さ
れ
て
い
た
全
国
の
旧

軍
人
で
組
織
さ
れ

て
い
る
会
。
 

五
所
川
原
支
部
で
は
現
在
百
三

＋
五
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
 

対
象
名
簿
で
は
二
百
人
余
り
が

未
加
入
だ
と
い
う
。
 

加
入
さ
れ
る
方
は
、
支
部
事

務
局
長
の
田
村
勉
さ
ん

（
廿＠

二
七
〇
八
番
）
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。
な
お
、
支
部
で
は
、
九
月

十
六
日

（
木
）
午
後
一
時
か
ら

市
民
文
化
会
館
二
階
で
定
時
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

交
通
事
故

移
動
 

相
談
所
開
き
ま

す
 

九
月
は
次
の
日
程
で
開
設
さ

れ
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
九
月
八
日

（
水）
、
 

九
月
二
十
二
日

（
木
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
 ロ

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

別
館
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

市
民
相
談
室
 

布屋大橋下部工工事 

八
月
十
八
日
か
ら

通
行
止
め
 

悪
質
な
消
火
器
販
売
に
こ
注
意
 

仙
台
国
税
不
服
審
判
所
青
森
支
所
が
廃
止
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二加之 巽警「 

【
 

「協力員」組織づくりについて 

区画整理事業の決定に伴い、一昨年度から当事業の計画を

進めてきています。 

今年度は事業の根幹となる事業計画を策定していく予定で

あり、今後事業推進をしていくために、事業内容をより理解

していただくとともに諸問題を協議し、整理していく上で関

係者による組織づくりがlを」、要になってきます。 

事業区域近隣「町内会」並びに地権者による事業協力員に

より、当事業の計画を密にしていきたく考えております。 

組織づくりについては次ぎのとおりです。 

事業区域の近隣町内会における 「協力員」（地区内に居住さ

れている方。推せん届出済）及び事業区域内で町内会に所属

していない地権者による 「協力員（土地所有者のみ・事業地

区に居住されていない方J」 をもって組織されます。 

◆事業区域内に居住されていない方 

当区域内に土地を所有されている方で、事業推進のために協

力員として活動してくださる意思のある方は、市都市計画課

に申し出てくださるようお願いします。 

申出記載用紙は当課に備えてあります。 

受け付け期限 

9月16日までとします。 

区画整理で住みよい町づくりをするためにご協力の程をお

願いします。 

お間い合せ先 

五所川原市大字岩木町12番地 

市都市計画課区画整理係（O173国2 111内線235）なお、協

力員による組織会の開催は 9月下旬を予定しております。 

積立分譲住宅補充のこ案内 
広 田 団 地 

ロ積立分譲住宅 

住宅金融公庫融資付住宅を分譲価額から公庫融資を除い

た額（自己負担金）を、一定期間（1年・ 2年）積立てて

分譲住宅を購入するものです。 

今年度から新しく住宅金融公庫の割増と公庫融資額に、 

青森県が 5年間1％利子補給する地域特別分譲住宅制度が

できました。 

ロ地域特別分譲住宅制度 

1，住宅にお困りの方で56年度の収入又は所得が次の基準 

以下の方 

0給与所得者56年度収入金額375万円以下 

〇それ以外の方で56年度所得金額255万円以下 

2 ．分譲住宅の面積jOOnf以下のもの 

ロ申込受付期限 12月末まで 

ー般分譲再募集のご案内 

青森県住宅供給公社では、昭和58年に広田団地に建設す 
	

ロ受付場所 市都市計画課（廿⑩一211 1、内線232) 

る分譲住宅の購入者を再募集します。 	 ロお間合わせ 

ロ申込受付期限 9月22日 
	

青森県住宅供給公社（ft0177一⑩一1625) 

ロ引渡時期 58年6月頃の予定 
	

市都市計画課（廿⑩ 2111、内線232) 



外国人の方へ 

10月1日から 

外国人登録が変わります 

1．確認申請（登録証明書の切替申請） 

(1) 16歳未満の方は、確認（切替）の申請をする必要はな 

くなりますが、16に達するとその日から30日以内に同 

申請を行うことになります。なお、出生した時に新規登 

録をするのはこれまでどおりです。 

(2） ただし、16歳未満の方であっても、すでに甲様式（大 

人用、手帳型）の登録証明書の交付を受けている場合は、 

次の（3）と同様の扱いとなります。 

(3) 16歳以上の方は、確認（切替）の申請を 5年ごとに行 

うことになりますから、今お持ちの外国人登録証明書の 

11頁に記載されている年月日からさらに2年を経過する 

日前30日以内に確認（切替）の申請を行うことになります。 

(4）昭和57年 9月30日において確認申請期限を経過してい 

る場合は、その申請を行うまで、上記1）の確認申請不要 

措置や同（3）の 2 年延長措置の適用は受けません。 

2 ．登録証明書の携帯、本人出頭申請、写真提出及び指紋押 

なつの義務年齢の弓は上げ 

これまで登録証明書の携帯、本人出頭申請、写真提出及 

び指紋押なつを必要とする年齢は14歳以 Lであったが、今 

後は16歳以上となります。 

救
急
医
療
及
び

救
急
業
務
に

対
す
る
国
民

の
正
し

い
理
解
と
 
 

認
識
を
深
め
、
か
つ
救
急
医
療

関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
 
 

た
め
厚
生
省
、
消
防
庁
等
関
係

機
関
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
こ
の

ほ
ど
 
「救
急
の
日
」
 
及
び
「救

急
医
療
週
間
」
 
が制
定
さ
れ
ま

し
た
。
 

ロ
「
救
急
の
日
」
毎
年
九
月

九
日
 

ロ
「
救
急
医
療
週
間
」
 
救

急
の
日
を
含
む
前
後
一
週
間
 

ロ
主
催
 
厚
生
省
、
消
防
庁
、
 

都
道
府
県
、
市
町
村
、
日
本
医

師
会
、
日
本
救
急
医
？
一
 云
、
全
 
 

国
消
防
長
会
 

ロ
協
賛
 
救
急
医
療
関
係
諸

機
関
 

市
消
防
本
部
は
、
市
民
の
健

康
管
理
・
増
進

の
目
的
で
各
種

団
体
の
要
望
に
よ
り
職
員
を
講

師
に
派
遣
、
救
急
法
の
知
識
の

普
及
と
救
急
車
等
の
適
正
な
利

用
に

つ
い
て
の
講
習
会
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
 

ま
だ
こ
の
講
習
を
受
け
て
い

な
い
団
体
は
、

こ
の
主
旨
を
ご

理
解
の
う
え
、
受
講
人
員
等
を

取
り
ま
と
め
市
消
防
本
部

へ
申

し
込
み
、
受
講
下
さ
る
よ
う
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

総
理
府
統
計
局
で
は
、
 

十
月
一
日
を
中
心
と
し

て
、
就
業
構
造
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
皆
さ

ん
の
ふ
だ
ん
の
就
業

・

不
就
業
の
状
態
な
ど
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
も

の
で
、
ふ
だ
ん
仕
事
を

し
て
い
る
方
に
は
、
そ

の
仕
事
に
つ
い
て
の
事

項
を
お
尋
ね
し
、
ま
た
、
 

ふ
だ
ん
仕
事
を
し
た
い

と
思
う
か
ど
う
か
、
と

い
っ
た
意
識
な
ど

に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
り
得
ら
 

れ
る
統
計
は
、
国
や
地
 

方
の
雇
用
対
策
を
は
じ
 

め
、
皆
さ
ん

の
仕
事
や
 

生
活
に
か
か
わ
る
政
策
を
作
り
、
 

実
行
す
る
の
に
役
立
て
ら
れ

ま

す
。
 

こ
の
調
査
の
た
め
に
、
統
計

的
な
方
法
に
よ
り
、
本
市
の
一
 
 

六
地
区
が
選
ば
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
世

帯
の
中
か
ら
、
更
に

一
定
の
数

の
お
宅
が
選
ば
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
お
宅
に
は
、
九
月
二
十
四

日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
調
査
員
が
調
査
票
の
配
布
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
員
は
知

事
に
よ
り
任
命
さ
れ
て

お
り
、
調
査
票
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
た
内
容

を
ほ
か
に
漏
ら
す
こ
と

は
、
法
律
に
よ
り
固
く
 

『
 

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
調
査
票
は
、
皆

さ
ん

一
人
一
人
の
デ

ー
 

タ
と
し
て
で
は
な
く
、
 

大
勢
の
人
の
も
の
と
合

せ
て
集
計
し
、

統
計
に
 

「
 
ま
と
め

た
上
で
の
み
利

用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
個
人
や
世
帯
の

秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
調
査
票
に

は
あ
り
の
ま
ま
を
記
入
 

し
て
く
だ
さ
る
よ
』フ
お

願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い

て
 

の
お
問

い
合
せ
は
、
市
総
務
課

企
画
室
（
電
話
⑩
二
一

一
一
番
、
 

内
線
三
一
八
ー
三
一
九
番
）
へ

お
願
い
し
ま
す
。
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九
月
九

日
は
 
「救
急

の
日

」
善
罵
護
 

救
急
医

療
に
ご

理
解
を
 

鷺読「構造基本調奪I三ご厨霧 

10月1日 

就業構造基本調査 



通
学
路
に
駐
車
を
し
な
い
で
 

朝
タ
の
登

・
下
校
時
に
、
お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
各
小

・
中
学
校
で
は
ス
ク
ー
ル

・
ゾ
ー
ン

（
通
学
路
）
を

設
け
て

い
ま
す
。
 

お
子
さ
ん
が
無
事
登
校
で
き
、
家
に
帰
れ
る
よ
う
通
学
路
で

の
駐
車
や
通
行
の
妨
害
に
な
る
よ
う
な
不
法
占
有
は
や
め
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
 

(526号） ⑧ 

「社会に甘えず、他人に甘えず」 

BBS会 非行防止・愛の呼びかけ運動 

広報ごしょがわら 昭和57年（1982年）9月1日 

囲囲囲回国園診園 
乳幼児の健簾診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

■受 付時 間 午後12時45分から1時15分まで 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けてい 

る乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 
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月 齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3カ月児 
昭和57年 5 月
生まれの乳児‘ 9月14日 

旧中央公民館 6カ月児 
昭和57年 2月
生まれの乳児 9月21日 

1 	歳 
6カ月児 

昭和56年 3月
生まれの乳児 

9月28日 

＠
九
月
二
十
日
（
月
）
 
〇
当
日
午

後
一
時
三
十
分
か

〇
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
 
ら
四
時
ま
で
、
戸
沢

・
五
所
川

敷
島
町
・
敷
島
分
院
前
 
原
総
合
高

等
職
業
訓
練
校
前
 

ィ
ァ
運
動
で
す
。
 

た
い
と
、
 一
般
に
会
の
加
入
を
 

五
所
川
原
地
区
B
B
s
会
は
、
 
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

移
動
健
康
教
室
 

「腰
痛
と
神
経
痛
の
お
話
」
 

五
所
川
原
地
 

現
在
、
会
員
十
五
名
で
、
公
務

区
B
B
s
会
で
 

員
、
銀
行
、
学
校
事
務
の
サ
ラ

は
、
青
少
年
の
 

リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
等
の
人
達

非
行
防
止
と
健
 
が

中
心
と
な
り
、
市
内

一
円
の

全
育
成
を
目
標
 

清
掃
奉
仕
、
施
設
の
慰
問
等
の

に
活
動
を
続
け
 

サ
ー
ク
ル
活
動
を
繰
り
広
げ
て
 

て
い
ま
す
。
 

い
ま
す
。
 

B
B
s
運
動
 

今
年
三
月
か
ら
は
、
非
行
防

は
、
少
年
の
更
 

止
・
愛
の
呼
び
か
け
運
動
と
し

生
を
目
的
に
友
 

て
、
市
内

一
円
で
 
「親
も
子
も

だ
ち
活
動
を
展
 

自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
ま

開
し
て
、
や
さ
 

し
ょ
う
」
 
と
、赤
い
羽
根
号
で

し
く
励
ま
し
、
 

市
民
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

明
る
い
方
向
へ
 

ま
す
。
 

導
こ
う
と
す
る
 
同

B
B
s
会
で
は
、
友
愛
と

青
年
ボ
ラ
ン
テ
 
社

会
奉
仕
の
輪
を
広
げ
て
い
き
 

街
頭
献

血

の
ご

案
内
 

あ
な
た

も
献
血
手

帳
を
 

捧
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

o
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
 

ロ
程
で
街
頭
献
血
を

行
 
上
平
井

町

・
五
所
川
原
電
報
電
 

話
局
構
内
 

cん
の
協
力
を
お
願
い
 

o
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
 

ら
四
時
ま
で
、
裏
田
町

・
東
北
 

c
・
と
こ
ろ
 
電

力
五
所
川
原
営
業
所
構
内
 
 

ロ
テ
ー
マ
 
「
腰
痛
と
神
経
 

痛
の
お
話
」
 
につ
い
て
 

ロ
講
師
 
中
井
達
郎
氏
 

訪
間
販
売
 

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
ね
て
き
た
ら
 

o

玄
関
に
入
れ
る
前
に
訪
問

の
目
的
を
確
か
め
る
。
 

o

販
売
業
者
名
と
販
売
商
品

名
を
確
か
め
る
。
 

o

そ
の
商
品
が
今
必
要
か
、
 

品
質

・
価
格
は
ど
う
か
な
ど
を

冷
静
に
検
討
し
、
不
必
要
な
ら

キ
ッ
パ
リ
断
る
。
 

〇
商
品
知
識
の
な
い
物
は
買

わ
な

い
ほ
う
が
無
難
。
 

契
約
を
す
る
時
は
 

〇
販
売
価
格
、
支
払
い
時
期

や
方
法
な
ど
、
購
入
条
件
を
示

す
書
面
を
よ
く
読
む
。
 

当
日
は
健
康
相
談
と
血
圧
測

定
も
行
い
ま
す
。
 

O
セ
ー
ル
ス

マ
ン
の
言
う
「
買

う
側
に
有
利
な
条
件
」
は
書
面

に
書
い
て
も
ら
う
。
 

O
代
金
は
数
回
払
い
と
し
、
 

後
日
解
約
で
き
る
権
利
（
ク

ー
 

リ
ン
グ

・
オ
フ
四
日
間
）
を
残

し
て
お
く
。
 

O
現
金
買
い
の
時
は
必
ず
領

収
書
を
も
ら
い
、
会
社
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
確
認

す
る
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

（
電
話
〇
一
七

七
ー
二
ニ
ー
三
三
四
三
）

へ
。
 

（
消費
生
活
セ
ン
タ

ー
）
 

市
と
五
所
川
原
市
民
保
健
協

議
会
で
は
、
次
の
日
程
で
「
移

動
健
康
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
九
月
九
日
（
木
）
 

午
後
一
時

ー
二
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
前
田
野
目
公
民

館
 

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を

行
 

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

⑥
九
月
十
四
日

（
金
）
 

口
十
四
日

（
金
）
 
ロ
と
き
・

と
こ
ろ
 

う
ま
い
話
に
ご
用
心
 

広
報
紙
の

早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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